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第３学年理科学習指導案 
 

１.単元名  「じしゃくのふしぎをしらべよう」 
２.指導観 

○ 本単元は，磁石を使い，磁石に付く物や磁石の働きを調べ，磁石の性質やはたらきについての

考えをもつようにすることが主なねらいである。 
   ここでは，身の回りのいろいろな物に磁石を近付けて調べ，引き付けられる物と引き付けられ

ない物があること，引き付けられる物には磁石に付けると磁石になるものがあることをとらえる

ようにするものである。また，二つの磁石を近付けると，引き合ったり退け合ったりすることを

調べて，磁石の極の働きや性質をとらえるようにする。さらに，磁石を使ったものづくりや活動

を通して，興味・関心をもって追究する態度を養うものである。 
   これらの活動を通して，磁石を引き付ける力の中には，離れても働く力があることを知り，磁

石の性質の基礎となる概念を培う上で，価値ある教材である。また，磁石同士や物を近付けたと

きの関係に着目して仮説を立て，差異点と共通点という視点で調べていく活動の中で，磁石を用

いて物を比較してみる力や現象と極を関係付けてみる見方や考え方を育成していく上でも意義が

ある。 
 ○ 本学年の子どもたちは，９９％の子が磁石を知っており，磁石を扱った経験がある。「豆電球に

あかりをつけよう」で，豆電球にあかりがつくつなぎ方，あかりがつかないつなぎ方を調べたり，

電気を通す物と通さない物を分けたりする学習を行い，物の素材に目を向けて比較し，分類する

ことができるようになってきている。 
   本校４学年のＣＲＴの小問分析では，磁石についての知識・理解を問う問題においては通過率

が７０％以上であるのに対し，科学的思考を問う問題においては通過率が４２％にとどまってお

り，磁石についての知識はある程度習得できているものの，それを統合して考える力に課題があ

る。 
   また，磁石についてのアンケートをとった結果，「さてつとり」で遊んだ経験がある子どもは，

２９％，「磁石を使った魚釣りゲーム」をしたことがある子は７１％，磁石で遊んだ経験がない子

が１３％であった。磁石で遊んだ経験がある子どもの中でも，磁石同士を近付けて遊んだ経験の

ある子は２２％，鉄を引き付けて遊んだ子が１７％，磁石同士を反発させて遊んだ子が１７％と，

個人によって経験の頻度や種類に大きな差がある。また，磁石が何かを引き付けるということは

８９％の子どもたちが知っているが，何を引き付けるかについての知識は非常に曖昧であり，素

材にまで目を向けている子どもはほとんどいない。 
 ○ そこで，本単元では，まず磁石についての共通の活動を行った上で，磁石同士や物を近付けた

ときの関係を比較しながら調べていく中で，磁石を使って物を比較する力や現象と磁石の極を関

係付けてみる力を育てていきたい。 
   そのためには，まずオリエンテーションとして，魚釣りゲームを行い，磁石についての共通体

験と磁石への興味・関心の喚起を図る。魚釣りゲームでは，紙にクリップをはさんだ魚だけでは

なく，鉄板の魚，銅板の魚，磁石を付けた魚，ビニルクリップをつけた魚などさまざまな種類の

魚を提示し，ゲームを通して磁石の性質についてさまざまな疑問点をもたせ，磁石への興味・関

心を高めるとともに，第１次へのつなぎとしたい。 
   第１次では，磁石に引き付けられる物・引き付けられない物について理論依存型授業を行い，

鉄が磁石に引き付けられることについての理解を図りたい。つまり，「磁石に引き付けられる物は

鉄である。」ということをきまりとして知らせ，そのきまりを使って，身近な物を磁石に引き付け

られる物と引き付けられない物に分類する活動を通して，物の素材に視点を当てて比較し，磁石

は鉄を引き付けるというきまりについてより確かに理解できると考える。 
   さらに，離れても働く磁石の力については，磁石とクリップの間にさまざまな身近な物を挟む
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活動を通して，磁石同士や磁石に引き付けられる物との間を空けても引き付ける力が働くことに

ついて気づかせたい。その際，目に見えない磁力を，砂鉄を使って磁石の磁界を見せることで視

覚的にとらえられるようにし，離れても働く磁石の力をとらえさせる。 
   第２次「磁石の性質」では，生活体験やオリエンテーションから学習問題をつくり，近付ける

極を変えながら２本の棒磁石を操作する活動の中で，磁石同士は同極は退け合い，異極は引き合

うことに気づかせていきたい。極に視点を当てて比較する活動を通して，磁石の極の性質をとら

えさせたい。その際，「引き合う」「退け合う」という言葉についても事実を確かめながらおさえ

ておく。 
   さらに，方位と磁石の関係についての理論依存型授業を行い，南北の方位と磁石の極との関係

についての理解を図りたい。つまり，「方位磁針の針は磁石である」ことと「自由に動くようにし

た磁石のＮ極は北を，Ｓ極は南を指して止まる」ことをきまりとして知らせ，きまりを使ってい

ろいろな方法で棒磁石，Ｕ形磁石，角形磁石(両面着磁型)，丸形磁石のＮ極，Ｓ極を調べていく。

極を調べる際には，磁石のＮ極，Ｓ極にシールを貼って極が分からないようにしておき，常に方

位磁針と比較させながら，磁石のＮ極，Ｓ極を調べさせる。これらの方位磁針の性質や活用方法

については，第６学年「電磁石の働き」の学習でも適用していくものである。 
   第３次「磁石のはたらき」では，磁化された鉄と棒磁石の性質を比べ，磁石に引き付けられる

物は，磁石に近づけると磁石になる物があることについて気づかせていきたい。これまで学習し

た磁石の性質を使って磁化された鉄を調べることで，それまでの学習についてももう一度確かめ

ることができると考える。 
   第４次「ものづくり」では，それまでに学習した磁石の性質を利用して，おもちゃづくりをし

ていく。磁石のどんな性質を使うのかを明確にしながらおもちゃづくりをさせることで，学んだ

磁石の性質やはたらきについての考えをさらに確かにすることができると考える。 
３. 単元の目標 

○ 自然事象についての関心・意欲・態度 
・磁石を使った活動を通して，磁石の力の不思議さや磁石のきまりを見つけようとする。 

  ・磁石にはＮ極とＳ極があり，極同士の関係はどの磁石でも同じであることを進んで調べようと

する。 
  ・磁石の性質を利用したおもちゃやゲームを，工夫しながら作ろうとする。 
 ○ 科学的思考 
  ・磁石に引き付けられる物とそうでない物があるという見方や考え方ができる。 
  ・磁石同士や磁石に引き付けられる物との間を空けても引き付ける力が働いているという見方や

考え方ができる。 
  ・南北の関係や磁石と磁石が引き合ったり退け合ったりする関係が，極に関係するという見方や

考え方ができる。 
 ○ 観察，実験の技能・表現 
  ・磁石を働かせたときの現象を，差異点や共通点に視点をあてて比較し，まとめることができる。 
  ・磁石に付く物や磁石の極性を調べ，記録することができる。 
  ・磁石の性質を利用したおもちゃを，見通しをもって計画的に作ることができる。 
 ○ 自然事象についての知識・理解  
  ・物には，磁石に引き付けられる物とそうでない物があることがわかる。 
  ・磁石同士は，異極は引き合い，同極は退け合うことがわかる。 
  ・磁石に引き付けられる物は，磁石に近づけると磁石になる物があることがわかる。 
  ・どんな形の磁石でも，方位磁針と同じように自由に動くようにすれば，Ｎ極は北，Ｓ極は南を

向くことがわかる。 
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４.指導計画（全１０時間）      

※授業スタイル 理論依存型授業…Ａ，理論追求型授業…Ｂ 

次 ※ 主な学習活動と内容 指導上の留意点 時 
１ １．磁石で遊んだ経験を話し合わせる。 ○ 身の回りの磁石を思い出させ，

生活の中で磁石を使う場面を想

起させる。 

 オ

リ

エ

ン

テ

ー

シ

ョ

ン 

 ○ 磁石をつかった遊び ○組

本時 ○ 磁石には，いろいろな形や種類があ

る。  
 ○ 磁石と磁石をくっつけると，おもし

ろい動きをすることがある。  
  
○ 内容に深入りするのではなく，

疑問点を共有して，調べてみたい

という意欲を喚起するようにす

る。 

２．魚釣りゲームをさせ，発見したことや

不思議に思ったことを話し合わせる。 
 ○ 同じ金物でも，磁石につかないもの

がある。 
○ 魚釣りゲームでは，磁石に引き

付けられる物とそうでない物が

あったことをおさえる。 

○ くっつけなくても，磁石を近づける

と引き寄せられる物がある。 
○ 磁石につきにくいものがある。 

 ○ 磁石につけた金物が磁石から離れて

も，磁石のようになっている。 
１ ○ オリエンテーションの魚釣り

ゲームで，磁石に引き付けられる

魚とそうでない魚があったこと

を想起させる。 

Ａ １．物には磁石に引き付けられる物と引き

付けられない物があることを知り，めあ

てをつくる。 

第

一 
次 

 ○ 引き付けられる物は鉄でできてい

る。 
 

磁

石

に

引

き

付

け

ら

れ

る

物 

○ 実際に，鉄でできた魚や銅・ア

ルミでできた魚を磁石に近づけ，

演示しながら説明する。 
 ○ 金属でも磁石に引き付けられない物

がある。 
    

・ 
引

き

付

け

ら

れ

な

い

物 

 
 
 
２．磁石に引き付けられる物と引き付けら

れない物があることを，身近な物で確か

める。 
 
３．どんなものが磁石に引き付けられたか，

どんなものが磁石に引き付けられなかっ 
たかまとめる。 

 ○ 磁石に引き付けられる物 
  はさみ・鉄の空き缶・クリップ・スプ

ーン・くぎ・机の脚・砂鉄 など 
 ○ 磁石に引き付けられない物 
  アルミニウムの空き缶・定規・紙・

１０円玉・１円玉・アルミ箔 など 
 

 
 
 
○ 子どもが普段の生活で触れる

身近な物をあらかじめ教師で用

意しておく。 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 引き付けられる物の名前では

なく，「プラスチック」など物の

素材でまとめる。 

めあて 
  身近な物を磁石につく物とつかない物に分けよう。 
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１ ○ 砂鉄集めをした後，砂鉄が磁石

のどの部分に引き付けられたか

を全体で確かめる。 

１． 砂鉄集めをし，磁石に引き付けられ

た物は砂鉄であることを知る。 
発

展 
 ○ 砂鉄は磁石に引き付けられる。 

１ Ｂ ○ 魚釣りゲームなどで磁石に付

く前に魚が引き付けられた様子

も想起させる。 

１．はさみの持ち手が磁石に引き付けられ

る様子を観察し，学習問題をつくる。 
 

  
 
 
２．ひも付きクリップを磁石で引き付けて

調べる。 
 
３．磁石とクリップの間に，物を挟んで調

べる。 
 
４．観察したことを話し合い，結果をまと

める。 
 ○ 磁石は，磁石と鉄の間に磁石が付か

ない物を挟んでも，磁石と鉄の間を空

けても引き付ける力がはたらく。 

 
 
○ 観察させる前に，簡単に結果を

予想させる。 
 
○ 間に挟む物を自分で工夫させ

る。 
 
○ 磁石に物がつくこと，磁石が物

を引き寄せることを「引き付け

る」という言葉で表すよう指導す

る。 
○ 磁石には，見えない力がはたら

いているということ実感的にと

らえられるように，砂鉄でつくっ

た磁界を見せる。 
 

第 
二

次 
 

磁

石

の

性

質 

Ｂ １．磁石同士の性質について学習問題をつ

くる。 
 
 
 
 
 
 
 
２．２本の棒磁石を近づけて，どんなとき

に引き合い，どんなときに退け合うのか

調べる。 
 
 
 
３．結果を話し合い，磁石同士の性質につ

いてまとめる。 
○ 磁石には，Ｎ極とＳ極がある。 
○ 同じ極同士は退け合い，異なる極同 

士は引き合うというきまりがある。 

○ くっついたり，反発したりする

様子を「引き合う」と「退け合う」

という言葉で表すよう指導する。

○ 磁石のＮ極，Ｓ極について押さ

える。 
 
 
 
 
○ レールを使って，磁石同士を近

づけたときの手応えを十分に感

じられるようにする。 
○ 極に注目して，実験をさせる。

 
 
○ 引き合うときと，退け合うとき

の磁石の力を，磁界をつくって見

せ，まとめる。 

１ 
 

学習問題 
 磁石と物の間を離しても、物を挟んでも磁石は物を引き付けるのだろうか。

学習問題 
 磁石同士はどんなときに引き合い、どんなときに退け合うのだろうか。 
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１ ○ 方位磁針を分解し，磁針を取り

出して，砂鉄をつけたり，方位磁

針を磁石に近付け，引き合ったり

退け合ったりする様子を見せた

りして磁石であることを知らせ

る。 

Ａ １．方位磁針のしくみについて知り，めあ

てをつくる。 □組

 ○ 方位磁針の針は，磁石である。 本時

 ○ 磁石は自由に動くようにすると，Ｎ

極は北を，Ｓ極は南を指して止まる。 
 
 
 
２．いろいろな方法で棒磁石・Ｕ形磁石・ 

角形磁石(両面着磁型)・丸形磁石のＮ極と

Ｓ極を調べる。 
 
３．実験結果を話し合い，南北と棒磁石の 

極の関係をまとめる。 
 ○ 磁石を自由に動くようにしたとき，

北を向いて止まった極はＮ極，南を向

いて止まった極はＳ極である。 

 
 

○ 磁石のＮ極，Ｓ極にシールを貼

って極が分からないようにして

おき，方位磁針と比較させながら

磁石のＮ極，Ｓ極を調べさせる。

○ 結果を交流する中で，どんな磁

石，どんな方法で調べても，同じ

結果になることを確認し，磁石全

体の性質としてとらえられるよ

うにする。 
 

第

三

次 
 

磁

石

の

は

た

ら

き 

Ｂ １．針が磁化された様子を観察し，学習問

題をつくる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．実験方法を考え，針が磁石になってい 

るかどうか調べる。 
○ 鉄（砂鉄や釘など）を引き付ける。 
○ 自由に動くようにしておくとＮ極は

北，Ｓ極は南を向く。 
○ Ｓ極とＮ極がある。 
○ 異極は引き合い，同極は退け合う。 
○ 磁石の力がある。 

 
 
 
 
３．実験結果を話し合い，鉄の磁化につい 

てまとめる。 
○ 磁石につけた針は磁石になる。 

○ 磁石についた針にさらに針を

つけ，磁石を離しても針が下に落

ちない様子を観察させて，針が磁

石になったのではないかという

予想を引き出す。 
 
 
 
 
 
 
○ これまで学習した磁石の性質

を想起させ，確かめる方法につい

て考えさせる。 
○ 強力に磁化されるように，磁化

されやすいふとん針を使用する。

 
調べる 

方法 

鉄を引き

付ける 

南北を向

いて止ま

る 

磁界を見

る。 

方位磁針

で 調 べ

る。 

針同士を

近 付 け

る。 

結果      

様子      

 
○ 針を磁石で同じ方向にこする

と，さらに強い磁石になることも

演示する。 

１ 
△組

本時

めあて 
磁石を自由に動くようにして、いろいろな形の磁石のＮ極とＳ極を調べよう。

学習問題 
     磁石についた針は、磁石になったのだろうか。 
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３ ○ 磁石の性質を意識できるよう

なおもちゃやゲームを紹介する。

発

展 

１．今まで学習したことを生かし，磁石を

使ったおもちゃやゲームをつくることを

知らせる。 

第

四

次 
 

 
  

 

 

 

 

も

の

づ

く

り 

 
 
 
２．どんなものをつくりたいかを考え，計 

画，準備をする。 
 
○ 磁石が引き合ったり退け合ったりす

る性質を利用した「磁石迷路」 
 

 
 
 
 
 
 ○ 磁石が離れても鉄を引き付ける性質

や磁石同士が引き合ったり退け合った

りする性質を利用した「生きている磁

石ウニ」 
 
 
 
 
 
 
 
 ○ 磁石が砂鉄を引き付ける性質を利用

した「磁石お絵かき」 
 
 
 
 
 
 
  
 
３．計画に沿って，ものづくりをする。 
４．作品を紹介し合い，自分や友だちのお 

もちゃで遊ぶ。 

 
 
 
 
○ 計画には，磁石のどんな性質や

はたらきを利用しておもちゃを

つくるのかを明確にするよう助

言し，学んだ磁石についての考え

をより確かにする。 
 
 
 
○ 磁石の性質やはたらきは，いく

つも利用してよいことを助言す

る。 
 
 
○ 紹介したおもちゃ以外にも，こ

どもが自分で考えたおもちゃに

ついては全体に紹介していく。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 技能面で作業が難しい場合は，

助言・手助けを行っていく。 
 

めあて 
       磁石の性質を使って、おもちゃやゲームをつくろう。 
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第３学年○組 理科学習指導案

指導者

１／１０ 場所 ３年○組教室５．本時 オリエンテーション

６．本時の目標

○ 磁石を使った遊びを通して，磁石についての興味・関心をもつことができる。

○ 魚つりゲームを通して，磁石の働きや性質に気付くことができる。

７．本時の仮説

磁石に引きつけられる魚と引きつけられない魚を用意し，魚つりゲームを仕組めば，磁石につ

く魚とつかない魚を比べたり，つりざおの磁石と魚の磁石を比べたりして，磁石のはたらきや性

質に興味・関心を持ち，追究意欲を持つことができるであろう。

８．本時指導の考え方

本学年の子どもたちの磁石に対する生活経験をアンケートで探ると，１３％の子どもたちが，砂

鉄とりや磁石を使った遊びを経験したことがないと答えている。また，磁石でどんなことをしたか

という質問では，磁石で磁石をくっつける遊び（２２％）や冷蔵庫や黒板に紙を磁石ではったこと

（１４％ ，後は，磁石と磁石を反発させて遊ぶ，危険なものを磁石で分けた，磁石にくっつくもの）

をさがす等，個人によって経験の違いや，興味・関心の違いが大きいことがわかった。

そこで，本時は，子どもたちに，魚つりゲームを通して磁石にふれる共通体験の場を設定し，磁

石についての興味・関心，および知的好奇心を育てていこうと考える。

初めに，魚つりのやり方を知らせるために，クリップにつけた小魚を釣らせる。子どもたちは，

約３６個の小魚がつくので，魚つりゲームへの興味関心を高めることができると考える。

次に，つれる魚やつれない魚を用意して，２人１組で魚釣りゲームを行う。２人１組で行うわけ

は 「つれた」ことを共に喜びあう姿や 「つれない，どうしてかな」とつぶやく姿等，仲間とコ， ，

ミニュケーションをとりながら学習を進めることで，磁石への興味関心を高めることができると考

える。つれる魚には，鉄を使ったもの（鉄を隠したもの等）や磁石，つれない魚には，プラスチッ

ク，アルミ，木，銅等を使ったものを準備する。子どもたちの活動意欲を満たすために，活動時間

を十分保障する。

活動後，つれた魚を出し合う。ゲームでは，各グループの魚の種類と魚につけたものは同じにし

ているので，磁石には，つくものとつかないものとがあるという共通の理解が図れると考える。ま

た，フェライト磁石をつけた魚と釣り針の磁石の様子を発表させ，退け合う様子などに気づきやす

いようにしていきたい。

最後に，魚つりゲームを通して，発見したことや不思議だなと思ったことを出し合う，その際，

磁化されて魚同士がついたり，つられにくい魚がいたということが出される場合がある。これらの

事象については，これからの学習で調べていくことを伝えていきたい。これらの活動を通して，子

どもの素朴な疑問や発見したことを大切に取り上げ，磁石の働きを調べていこうという追究意欲を

もたせていきたい。

９．準備

教師・・・魚につけるもの（丸形フェライト磁石，鉄片，アルミ片，銅片，モール，プラスチック

片，クリップ，木片，ビニルクリップ，画鋲）

釣り竿，磁石（スクールマグタッチ）のついた糸

青色の模造紙

児童・・・まとめる表
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10．本時の展開（１／１０）

☆教材の工夫時 主な学習活動と内容 ○指導上の留意点，

１．磁石で遊んだ経験を話し合わせ，本時のめ ○ 身の回りの磁石を思い出させ，生活

あてを確認する。 の中で磁石が使われている場面を想起

○ 磁石を使って遊んだ経験。 させる。

○ 磁石と磁石をくっつけるとおもしろい。

○ 小魚（スイミー）をつけて魚つりの練習 ○ 魚つりのやり方を決める。5
をする。

めあて

魚つりゲームをして，発見したことやふしぎに思ったことを発表しよう。

２．魚つりゲームの仕方を確認して，魚つりゲ ○ ２人１組のペアで，魚つりを行う。10
ームをし，結果をまとめる。 １人が魚をつり，もう一人が表にまと

○ つく魚 めていくこと。まとめ方は，つれたと

鉄が使われている魚 きの様子をよく見て書くことを指導す

鉄が中に隠されている魚 る。１人が終わると交代することを話

磁石がついた魚（つきに しておく。

くい場合もある）

☆ まとめるときにわかりやすいように

魚の種類で，つれる魚つれない魚，付○ つかない魚

きにくい魚を決めておく。木がついた魚

プラスチィックがついた魚

アルミのついた魚

銅がついた魚

３．魚つりゲームをして，発見したことや不思 ○ 磁石には，つくものとつかないもの30
議に思ったことを発表する。 があるということを押さえる。

○ 磁石につくものとつかないものがある。 ○ 魚同士がついたものやつられにくい

○ つきにくいものがある。 魚については，今後の学習で調べてい

○ 魚同士がついている。 くことを伝える。

４．本時の学習をまとめる。 ○ ノートに，今日の学習でを書き，発40
（１）今日の学習でを書く。 表させる。

（２）次時の学習について知る。

○ 磁石に付くもの付かないものを調べ，

付くものには共通するものがある。
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第３学年○組 理科学習指導案 

指導者 ○○ ○○ 

５．本時  ６／１０ 理論依存型授業  場所 ３年○組教室 
６．本時の目標 

○ 磁石も自由に動くようにすれば，方位磁針と同じようにＮ極は北，Ｓ極は南を向くことがわか

る。 
 ○ 方位磁針の針の動きと比較しながら，南北の方位と磁石の極を関係づけて考えることができる。 
７．本時の仮説 

 はじめに，方位磁針の針は磁石であることと自由に動くようにした磁石のＮ極は北を，Ｓ極は南を

指して止まることを知らせ，いろいろな磁石のＮ極，Ｓ極を調べる活動を仕組めば，方位磁針と磁石

を比較し，南北の方位と自由に動くようにした磁石の極とを関係付ける見方や考え方をもつことがで

きるであろう。 
８．本時指導の考え方 

 本学級の子どもたちは，１学期に社会科の学習で方位磁針を扱った経験があり，方角を調べる道具

としての方位磁針については知っている。また，磁石については，前時までに，磁石は鉄を引き付け

るということ，磁石に引き付けられる物との間を空けても引き付ける力が働くこと，磁石同士は異極

は引き合い，同極は退け合うことを学習している。 
 方位磁針についてのアンケートでは，方位磁針が何をする道具なのかについては全員の子どもが知

っているが，「方位磁針の針の色が付いた方が何を示しているのか」については，正答率が約６８％に

とどまっていた。また，「方位磁針の針が何でできていると思うか」という問いについては，「磁石」

と答えた子が約６０％，「鉄」が約２８％，その他の回答が４％，「分からない」が１４％であった。

正答の理由については，方位磁針という名前から針が磁石であると考えた子，知っていたという子が

ほとんどであった。つまり，方位磁石を使った経験はあるが，方位磁針を磁石として意識している子

は少なく，南北の方位と磁石の極を結びつけて考えることはできていないと考える。 
 そこで，本時では，まず，方位磁針を取り上げ，「方位磁針の針は磁石である。」「自由に動くように

した磁石のＮ極は北を，Ｓ極は南を指す。」ということをきまりとして知らせる。その際，実感的にき

まりがとらえられるように，子どもたちの前で方位磁針を分解して針を取り出し，砂鉄を引き付ける

様子や方位磁針と磁石を近付けてみせ，異極は引き合い，同極は退け合う様子を演示し，磁石である

ことをとらえさせる。また，分解した方位磁針を見せ，磁針が自由に動く仕組みになっていることに

気付かせる。磁石は，自由に動くようにしたとき北を向いて止まった方がＮ極，南を向いて止まった

方がＳ極というように決定されているという磁石の歴史を紹介し，めあてにつなげていく。 
 次に，いろいろな方法で，棒磁石，Ｕ形磁石，角形磁石(両面着磁型)，丸形磁石のＮ極，Ｓ極を調

べる。磁石が自由に動くようにするための３つの方法についてはこちらから教示し，水に浮かべたり，

ひもでつるしたり，磁石を時計皿の上に置いたりして，Ｎ極，Ｓ極を調べさせる。まず，子どもたち

が持っている棒磁石を使って方位磁針と比べながらきまりを確かめ，その後他の 3 種類の磁石につい

て調べていく。いろいろな方法で極を調べる際には，磁石のＮ極，Ｓ極にシールを貼って極が分から

ないようにしておき，常に方位磁針と比較させながら，磁石のＮ極，Ｓ極を調べさせる。 
 最後に，実験結果から，南北の方位と磁石の極の関係についてまとめていく。どんな方法で調べて

も，同じ結果になったことを押さえることで，「磁石は自由に動くようにすると，方位磁針と同じよう

にＮ極は北，Ｓ極は南を向く」という磁石の性質をより確実にとらえさせたい。 
９．準備 

教師・・・方位磁針，丸形磁石，角形磁石(両面着磁型)，時計皿，集気瓶のふた，砂鉄，プラスチ

ックカップ(大・小)，磁石つり下げ器，特大方位用磁針，方位磁針を置く台， 
児童・・・棒磁石 
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10.本時の展開 （６／１０） 

時 主な学習活動と内容 ○指導上の留意点，☆教材の工夫 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１３ 
 
 
 
 

２０ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３２ 
 
 
 
 

４５ 

１．方位磁針のしくみについて知り，本時の

めあてをつくる。 
 (1) 演示実験を見て，方位磁針の針が磁石

であることを知る。 
 
   
 
  
 (2) 方位磁針の仕組みと性質を知る。 
 
 
 
 
 
 
２．いろいろな方法で，棒磁石・Ｕ形磁石・

角形磁石(両面着磁型)・丸形磁石のＮ極と

Ｓ極を調べる。 
(1) 方位磁針と比較しながら，棒磁石の N

極，S 極について確かめる。 
(2) いろいろな方法で，Ｕ形磁石・角形磁

石(両面着磁型)・丸形磁石のＮ極とＳ極

を調べる。 
○ 水に浮かべて調べる。 

 
 
 

 
○ ひもでつるして調べる。 

 
 
 
  ○ 時計皿の上に置いて調べる。 
 
 
 
 
３．実験結果を話し合い，南北と棒磁石の極

の関係をまとめる。 
  

☆ 様子がよく分かるように特大方位磁針を用

い，磁針を取り出して演示する。 

○ 方位磁針の磁針に砂鉄を引き付ける様子や

磁石の異極と引き合い同極と退け合う様子を

演示し，針が磁石であることを示す。 
○ 方位磁針を分解してみせ，磁針が自由に動

く仕組みになっていることに気付かせる。 
○ 実際に方位磁針を操作させ，磁針の動きを

確かめさせる。 
○ 磁石の極に関する磁石の歴史について紹介

し，めあてにつなげる。 
○ 教室においてはどちらが北でどちらが南な

のかを，方位磁針を用い全員で確認する。 

 
 
○ 磁石が自由に動くようにするための３つの

方法については，子どもたちに問いかけなが

らこちらから教示する。 

☆ 極が分からないようにするために，磁石の

Ｎ極，Ｓ極にシールを貼り，方位磁針と比較

させながら，磁石のＮ極，Ｓ極を調べさせる。

☆ 方位磁針がくるわないように，方位磁針用

の台を置き，そこに置いたまま使用させるよ

うにする。 

○ 一つの磁石について，いろいろな方法で何

度も調べさせる。 
☆ 磁石をつるす糸については，短時間で結果

が得られるように，よりのないＰＥラインを

使う。 

○ 結果を交流する中で，どんな磁石，どんな

方法で調べても同じ結果になることを確認

し，磁石全体の性質としてとらえられるよう

にする。 

種類 棒磁石 Ｕ形磁石 角形磁石 丸形磁石

方法

・つるす 

・浮かべる 

・時計皿の上に

置く。 

・つるす 

 

・つるす 

・浮かべる 

・時計皿の上に

置く。 

・浮かべる。

・時計皿の上に

置く。 

結果     

方位磁針の磁針は磁石である。磁針の色

が付いた方はＮ極、付いてない方はＳ極

である。 

磁石を自由に動くようにすると、Ｎ極は

北、Ｓ極は南を指して止まる。 

きまり 

きまり 

めあて 
   磁石を自由に動くようにして、いろいろな形の磁石のＮ極とＳ極を調べよう。

ＮＳ

磁石を自由に動くようにしたとき，北を向いて止まった極はＮ極，南を向いて止まっ

た極はＳ極である。 

まとめ 
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第３学年○組 理科学習指導案

指導者 ○○ ○○

７／１０ 場所 ３年○組教室５．本時 理論追求型授業

６．本時の目標

○ 鉄は磁石に付けると磁石になることがわかる。

○ 今まで学習してきた磁石の性質にあてはめながら磁化された鉄が磁石になったかどうかを調べ

ることができる。

○ 磁化された鉄が磁石になったかどうかを実験で確かめることができる。

７．本時の仮説

鉄の棒（布団針）が磁石の力で磁化されたかどうかをこれまで学習した磁石の性質に当てはめて

いきながら調べる場を設定すれば，鉄を磁石に付けると鉄も磁石になることをとらえることができ

るであろう。

８．本時指導の考え方

前時までに子どもたちは，磁石の同極は退け合い異極は引き合うということについて方位磁針な

どを使って確かめてきている。

そこで本時は，これまで学習した磁石の性質をもとに鉄が磁化されたことを確かめる方法につい

て考え，実験し，鉄が磁石に付けると磁石になることをとらえることができるようにしたい。その

ためにまず，磁石の力で鉄の棒２つが付いているところを教師が提示し，磁石を鉄の棒から遠ざけ

ても２つの鉄の棒が付いているのを確認させる。ここで使う２本の鉄の棒は，布団針を使うように

したい。その根拠は，磁化されやすく，磁石になったかどうかの確かめがはっきりとできるからで

ある。この実験結果から，子ども達に鉄の棒どうしがついている理由について考えさせるようにす

る。子ども達は，これまでの学習から，鉄の棒が磁石になったからではないかと考えることが予想

される。

次に，鉄が本当に磁石になったかどうかを確かめるにはどうしたらよいかという問題意識を持た

せ，その方法について交流するようにしていきたい。交流を通して鉄が磁化されたことを確かめる

方法をまとめ，実験を行うようにする。ここでは，鉄が磁化されたかどうかを

① 鉄（砂鉄や釘など）を引きつける。

② 自由に動くようにしておくとＮ極は北，Ｓ極は南を向く。

③ Ｓ極とＮ極がある。

④ 異極は引き合い，同極は退け合う。

⑤ 磁石には離れて働く力がある。

などの磁石の性質に照らし合わせながら確かめることが考えられる。子どもたちが実験結果を分か

りやすくまとめることができるように磁化されたか確かめる方法を表に表し，磁石になったと確か

めることができたら○を付けるようにする。

最後に，それぞれの実験方法からどのような実験結果が出て，どのようなことに気づいたのかを

話し合わせ，本時学習のまとめを行うようにしたい。

９．準備

教師・・・鉄の棒（布団針を５ｃｍの長さに切った物 ，フェライト磁石，砂鉄，方位磁針，）

釘などの鉄でできているもの

児童・・・教科書，ノート
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10．本時の展開（７／１０）

☆教材の工夫時 主な学習活動と内容 ○指導上の留意点，

１ 前時を想起し，本時の学習問題を ○ 前時の学習を想起させ，図などを使って黒板に整

つかむ。 理していく。

（１）前時までの学習を想起する。

☆ 鉄が磁化したことをはっきりとと（２）教師の演示実験を見る。

らえさせるために磁化したときに強5 ○ 磁石に付いた２つの鉄の棒か

い磁力を持つふとん針を使うようにら磁石を遠ざけ，それでも２つ

する。の鉄の棒は付いたままである。

（３）なぜ，鉄の棒がついたままなの

か話し合う。 ○ 棒が鉄で出来ていることを助言し，前時までに使

・鉄の棒が磁石になったから。 った実験道具を見せるなど，これまで磁石について

どのような学習を行ったのか振り返ることができる

よう支援する。

問題

てつのぼうは，じしゃくになったのだろうか。

２ 鉄が磁石になったかどうかを確か10
。める方法について話し合い実験する

（１）これまでに学習した磁石の性質 ○ 確かめる方法について発表する際は，なぜそう思

をもとに，どのような方法で確か ったのか理由も話すよう助言する。

めるのかについて話し合う。 ○ これまでの学習したことを使って確かめるとよい

・鉄 砂鉄や釘など を引きつける ことを助言する。（ ） 。

・自由に動くようにしておくとＮ極 ○ どんな結果が出たら磁石と言えるのか確認する。

は北，Ｓ極は南を向く。 ○ 実験の進め方を書いた物を黒板に掲示する。

・Ｓ極とＮ極がある。 ○ 実験結果がわかりやすいように表の形でまとめる

・異極は引き合い 同極は退け合う ようにする。， 。

じゆうにうごくよ 同じきょくは引き合 じしゃくには、は・磁石には離れて働く力がある。 てつを引 Ｓきょく

うにしておくとＮ う・ちがうきょくは なれてはたらく力17 （２）実験を行う。 きつける Ｎきょく

きょくは北、Ｓき しりぞけ合う がある・鉄の棒に砂鉄やクリップを付けて がある

ょくは南をむく確かめる。

・鉄の棒と方位磁針を引き合わせた

り反発させたりして確かめる。

・鉄の棒どうしで引き合わせたり反 糸

てつのぼうはしりぞ発させたりして確かめる。 北 南

さてつや てつのぼうが南北 ほういじしんの向 さてつのもようが・糸でつるしたり，水に浮かべたり ｸﾘｯﾌﾟ けあうきょくと引き

がついた をむいた きでたしかめた できたして方位磁針としてＮ極が北を向 合うきょくがあった

くかどうかで確かめる。 ○ ○ ○ ○ ○

（３）分かったこと気づいたことをワ25
☆ 鉄の棒（布団針）がわずかな磁力でも反応するークシートにまとめる。

ように鉄の棒を糸につるしたり水に浮かべたりする32 （４）分かったことや気づいたことを

方法を助言する。話し合う。

まとめ

てつのぼうは，じしゃくにつけることでじしゃくにかわった。そのことは，方位じしん

やさてつ・鉄のぼう・クリップを近づけることでたしかめることができた。

３ 今日の学習をまとめ，片づける。 ○ 最後にさらに強い磁石にするには鉄に磁石をこす45
りつけるとよいことを演示して見せる。



3 - 14ｰ指

② 現象の基礎データ

ア 引きつけるふとん針の数（たてにつなぐ）

イ 磁化された針と近づけた時の方位磁針の針が動く距離

１回目 ２回目 ３回目 ４回目 ５回目

１．５ｃｍ ２ｃｍ ２．５ｃｍ ２．５ｃｍ ２．５ｃｍ方位磁針の動く距離

＜平均２．２ｃｍ＞

ウ 磁化された針を近づけたときの砂鉄を引きつけた様子と条件

砂鉄を引きつけた時の条件・・・砂鉄の中に布団針を入れ

１０秒後に引き上げた。

エ 磁化された針と近づけた時の引きつけるクリップの数

１回目 ２回目 ３回目 ４回目 ５回目

１個 ２個 ２個 ３個 １個クリップの数

＜平均１．８個＞

オ 磁化された針の磁力線の様子（写真）

カ 磁化された針をひもでつるした時に静止するまでの時間

※ ひも（木綿糸）の長さ３０ｃｍ

１回目 ２回目 ３回目 ４回目 ５回目

２分５７秒 ４分３１秒 ４分５０秒 ８分１３秒 ３分２４秒静止するまでの時間

＜平均４分４７秒＞

キ 磁化された針を近づけたときに、針が反応する距離（引き合う場合・退け合う場合）

１回目 ２回目 ３回目 ４回目 ５回目

引き合う ３．５ｃｍ ５ｃｍ ４ｃｍ ４ｃｍ ４．５ｃｍ

退け合う ７ｃｍ ８ｃｍ ８．５ｃｍ ７ｃｍ ８．５ｃｍ
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